
鹿児島市立花野小学校 学校だより【 令和５年２月１７日（金）】 

 

がんばっています！花野の子供たち！！ 

 

県新春かるた大会 

【準優勝】４年 下畝 琴美 

新春書き初め会 

【佳 作】３年 増森 仁菜 

スクールドリームプロジェクト報告会 

スクールドリームプロジェクトとは，アカデミ

ア財団より，市内公立学校の教育振興に寄与する

趣旨で立てられた事業です。 

 本校も助成事業の一環として活動費をいただ

き，今年度の算数科研究や，子供たちの学校教育

向上のために有効に使いました。 

 ２月２日（木）の報告会では，７分という限ら

れた時間の中で，担当が今年度の取組について

堂々と発表をしました。 

花野の子供たちのために，今後も 

教育活動により一層邁進していこう 

と決意を新たにしました。 
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  まだまだ寒い日が続きますが，学校では毎日子どもたちの元気な笑い声があふれ，まるで一足先に

春が来たように感じられます。   

子どもたちは、寒さに負けず戸外でしっかりと身体を動かして遊んでいま

す。自然現象の変化を身体で感じ今の時期ならではの体験をたくさんしてほ

しいと思います。                          

今のクラスで過ごすのも残り１か月余りとなり，卒業や終了までの時間を大 

切にしながら職員一同，気を引き締めて子どもたちと接していきたいと考えます。 

“この冬を乗り切りましょう！”  校長 日澤 俊夫 

県合唱祭 

 １月２８日（土）宝山ホールにて，県学校合唱

祭が開催されました。 

 本校からも，５・６年生の有志による花野オー

ルスターズが参加しました。 

 この合唱祭に向けて，休日や昼休みに集まっ

て練習に励んできました。 

 大勢の観客が見守る中，練習の成果を十分に

発揮し，素晴らしい歌声を披露してくれました。 

 合唱好きな子供たちが，みんなで努力して曲

を創り上げ，大舞台で発表を行ったことは，今後

の大きな自信につながり，一生の思い出になる

ことでしょう。 

 発表後のやりきった感満載の笑顔がとても印

象的でした。 

 

【３月・4 月の主な行事予定】 

3 月 ３日（金） 6 年生を送る会 

おわかれ遠足 

２３日（木） 第 3７回卒業式 

２４日（金） 令和４年度修了式 

 離任式 

４月 ５日（水） 入学式準備(新６年生登校) 

   ６日（木） 新任式・始業式・入学式 

 

 

雪に親しむ活動 

１月２５日（水），南国鹿児島で珍しく雪が

積もりました。一面銀世界の中，花野の子供た

ちは降り積もった雪で元気いっぱい雪遊びを行

いました。 

 校庭に積もった雪は，サクサクとしていまし

た。子供たちは，なかなか固まらない新雪を一

所懸命に固めて雪の玉を作り，友達どうしで雪

合戦を行い，逃げたり追いかけたりして校庭中

を走り回っていました。 

 また，雪だるまを作ろうと，せっせと雪を集

めていました。校庭のあちらこちらには，たく

さんの雪だるまができていました。 

 大人にとってはやっかいな積雪も，子供たち

には，自然から贈られてきた素敵なプレゼント

のようで，北風が吹く中，寒さを忘れて雪遊び

に夢中になっていました。 

 

芸術鑑賞会 

 ２月１５日（水）に，楠声会（鹿大 OB 合唱

団）による芸術鑑賞会がありました。 

 迫力のある歌声に加えて，楽しそうに全力で

歌う姿勢にとても感動 

いたしました。 

 会員の皆様の生き生 

きとした様子に，子供 

たちも音楽の世界に引 

き込まれていました。 

まず自分が幸せだと人にもやさしくなれて，幸せは周りに伝わります。お母さんが幸せだと家族や

周りのみんなも幸せになるのです。  

【幸せになるための５箇条】 

１ 楽しいことを思い浮かべて常に笑顔でいる。（子どもたち  

はお母さんの笑顔が大好きです。） 

２ 十分な睡眠を取る。（睡眠不足はイライラの原因の一つ 

 です。） 

３ 日の光を浴びながらの適度な運動を行う。(運動はストレ  

ス解消になります。) 

４ 家族や友人ともっと時間を共有する。(人は一人では生き  

ていけません。) 

５ 感謝の気持ちを忘れない。(「ありがとう」の一言で気持  

ちよくなります。) 

【おまけ】（私のメモからの抜粋） 

１ 「子どもっておもしろいな」と思い続けていることが，子供の教育を支える教師の仕事であり，

親の役目なのです。                   「教えから学びへ」汐見 捻幸 

２ 「笑顔は自分の中にいる医者だ」                    シュバイツアー 

３ 「笑顔」→元手がいらない，利益は甚大，与えても減らず与えられた者は豊かになる。一瞬見せ

れば，その記憶は永久に続く。             人生評論家 デール・カーネギー 

４ 未来はほめることから               スキージャンプ高橋沙羅選手のコーチ 

５ 「ありがとうの数だけ賢くなり，ごめんなさいの数だけ美しくなり，さよならの数だけ愛を知る。」                     

映画監督 大林 宣

彦 

【第１０回】～幸せな自分が 人を幸せにする～ 

“大丈夫だよ お母さん！” 
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